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電気化学測定は一般的に 3電極系で測定を 

行うのであるが、2電極でビタミン Cの測定 

を行った結果、同様な CV曲線であった。 

a. 測定系の検討 (3電極 → 2電極) 

Au、Pt、グラッシーカーボン (GC) 等の電極

が電気化学測定では用いられる。測定に最

適で、安価に対応可能な手法を検討した。Fe

およびグラッシーカーボンを用いた場合に、ビ

タミン C の濃度増加に対して、電流値が増加

するという良好な CV曲線となった (図 1)。 

b. 電極による影響 

3. 3. 結果およびまとめ結果およびまとめ

CV 曲線 (GC 電極) の電流値 (0.7 V) を確認した

ところ、0.4 mMのビタミン Cを検出可能 (図 2)。 

(例 : いばらきの特産品でビタミン Cが豊富な 

いちご 1粒をつぶし、50 mLに定容すると 1.4 mM) 

図 1 グラッシーカーボン電極の CV曲線 

図 2 ビタミン C濃度と電流値 

印加電圧 : 0.7 V 

[測定条件] 
○ まとめ 

・ 2電極でビタミン Cを測定可能であった。 

・ GC電極により、食品分析で必要とされる

濃度レベルの検出が確認された。 

製品とするためには、シンプルで安価な測定系 

でないとならないため、以下の検討を行った。 

○ 

2. 2. 研究開発する手法の優位性研究開発する手法の優位性
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>>> >>> 本法は、食品鮮度が生産、販売現場にて本法は、食品鮮度が生産、販売現場にて
迅速に測定可能となることを目標としている迅速に測定可能となることを目標としている >>>>>>

0

0.4

0.8

1.2

1.6

0 0.5 1 1.5

[ビタミンC]T / mM

電
流
値

 /
 m

A

・印加電圧 : - 0.8 V ～ + 1.2 V 

・作用極 : GC、参照極および対極 : GC 

・スキャン速度 : 0.1 V / sec. 

ビタミンCの濃度増加 

に伴い、電流値が上昇 

本法により低コスト、短時間でビタミン Cの測定が可能 

スーパーや農業の現場での食品鮮度評価へ適用が期待される 


